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今回は 2009 年 7 月 27 日～28 日に採取した大雨時の結果に焦点を当てて議論する。2009 年 7 月 27 日は
前日 26 日から降雨があり（約 15mm/h）、河川水位が上昇（最大 0.73m）していた。27 日に熊木川現地
を観察したところ、上流の河内周辺の水田で河川水が水田にまであふれている様子が確認できた。 
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そのため 27 日～28 日にかけては、上流と中流に
定め、午前と夕方の計 4 回河川水を採取した今回
は 2009 年 7 月 27 日～28 日に採取した大雨時の
結果に焦点を当てて議論する。2009 年 7 月 27 日
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